
11日(日)

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ

東
と
西
の
文
化
が
出
会
い
、
そ
こ
に
仏
像
が
生
ま
れ
た

人口と世帯

主な内容

３月定例市議会を開催

税の申告難限をお忘れなく

特集近くの川に
出かけてみませんか

情報チャンネJﾚ

会期　3月20日～

5月休館日
会 場

観覧料

午前９時30 分～午後５時( 入館は４時30 分まで)

月曜日( 祝日の場合は翌日)と第４金曜日

市立博物館企画展示室

一般400 円(320 円)、高校・大学生200 円(120 円)、

小・中学生120 円(60 円)

※ Ｏ　内は20 人以上の団体料金

※第２･４土曜日、小・中学生は無料です。

●
Ｊ

新
八

柱

駅

・

新
京

成

八
柱

駅
か

ら

徒

歩
1
5
分

さ
く
ら
通
り
廿
さ
く
ら
橋
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
Ｕ
公

園
中
央
口

●
新

京

成
バ

ス

ハ

柱
駅
南
口
よ
り
「
小

金
原
団
地
」
行
き
で
公

園
中
央
口
下
車

柏
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潘

駐車場（有料５００円）

博物館内は障害者用駐車場のみです。上図の駐車場をご利用

ください。

記念連続講演会　会・市立博物館講堂

インド世界と”仏教文化”

４月13日(日)午後１時30 分～３時

講師　小西正捷氏(立教大学教授)

ガ ン ダー ラ の仏 伝 図

４月20日(日)午後１時30 分～３時

講師　小泉恵英氏(東京国立博物館インド・南東アジア室)

仏教 文 化 の東 伝 一中 国そ し て 日本 へ

５月３日櫛午後１時30 分～３時

講師　　松本伸之氏(東京国立博物館中国美術室長)

も う一つ の シ ル クロ ー ド ー草 原 の道

５月５日㈱午後１時30 分～３時

講師　林俊雄氏(創価大学教授)

展 示 解 説 会 会場市立博物館企画展示室

３月30 日(日)午後３時 から・ ４月27 日(日)午後３時から

講師 古里節夫( 本特別展担当学芸員)

人
々
の
往
来
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
物
・
宗
教
・
思
想

を
運
び
、
東
と
西
を
結
ん
だ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
。
そ
し
て
そ
の

東
端
に
位
置
す
る
日
本
。

市
が
収
集
し
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
関
係
資
料
を
中
心
に
、
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
が
日
本
文
化
の
形
成
に
果
た
し
た
東
西
交
流
の

役
割
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方

（
現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
）
を
中
心
と
し
た
仏
教
、
特
に
仏

像
の
成
立
と
伝
播
、
お
よ
び
ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
の
流
れ
に
焦

点
を
絞
り
、
文
化
交
流
の
一
面
を
紹
介
し
ま
す
。

圃
市
立
博
物
館
昔
3
8
4
・
8
1
8
1

番

会場案内図―博物館―

開
館
五
周
年

記
念
特
別
展



平成９年度予算案など２１件を審議

３月定例市議会を開催

３
月
定
例
市
議
会
が
、
３
月
４
日
関
か
ら
2
6
日
團
ま
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
９
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
各
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
、
二
十
一
件
の
議
案

が
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
定
例
市
議
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
主
な
議
案
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
（
第
四
回

）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

十
九
億
二
千
三
万

一
千
円

を
追
加

し
、
一
千
八
十
億
九
千
五
百
四
十
三

万
四
千
円
と
し
ま
す
。

特

別

会

計

国

民
健

康

保
険

特
別
会

計

（
第

一

回

）

は
十

三

億
千

百

五

万

三

千
円

、

下

水
道
事

業
特
別

会
計
（
第
二

回
）
は

一
億

九
百

十
万
二

千
円

を
増

額
し

、

老

人
保

健
事

業
特
別

会
計
（
第

一
回
）

は
三
億

八
千
二

十
万

三
千
円

を

減
額

し

ま
す

。

企

業
会
計

水
道
事
業
会
計
（
第
一
回
）
は
五

億
五
千
五
百
八
十
万
五
千
円
を
減
額

し
、
病
院
事
業
会
計
（
第
二
回
）
は

七
億
四
千
四
百
七
十
二
万
一
千
円
を

増
額
し
ま
す
。

3/16(1日)午前７時～午後６時

千葉県知事選挙

千葉県議会議員補欠選挙が行われます

■

松

戸
市

中
小

企

業

資

金
融

資

条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例

中
小

企
業
の
経
営
基
盤
の
安
定
を

図
る
た
め

■

松

戸

市

中
小

企

業

開

業
育

成

資

金

融

資

条

例

の

一

部

を

改
正

す

る
条

例

中
小
企

業
の
新
規
開
業

を
支
援

し
、
市
内
中
小

企
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め

■

松

戸

市

シ

テ

ィ

ホ

テ

ル
誘

致

条
例

の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
の
誘
致
を
図
る
た

め

●
投
票
で
き
る
人

昭
和
5
2年
３
月
1
7日
ま
で
に
生
ま

れ
、
平
成
８
年
1
2月
６
日
ま
で
に
転

入
届
を
し
、
引
き
続
き
居
住
し
て

い

る
人

●
県
内

市
町
村

か
ら

松
戸
市
に
転
入
し
た
人

の
投
票

平
成
８
年
1
2月
７
日
以
降
に
松
戸

市
に
転
入
届
出

二

回
限
り
）
を
し
た

人
で
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
松
戸
市
発

行
の
居
住
証
明
書
を
提
示

ず
れ
ば
前

住
所

地
の
投
票
所
で

投
票
で
き
ま

す
。
※
居
住
証
明
書
は
市
民
課
・
支
所
で

発
行
し
ま
す
（
告

不
日
以
降
の
土

曜

・
日
曜

日
は
支
所

で
は
発
行

で
き
ま
せ
ん
）
。

●
松
戸
市
内
で

住
所
を
変
更
し
た
人
の
投
票

平
成
９
年
２
月
2
1日
ま
で
に
住
所

の
変
更
手
続

き
が
済
ん
で

い
る
人

■

松

戸

市

都
市

公

園

条

例
の

一

部
を
改
正

す
る
条
例

松
戸
運
動
公
園
有
料
施
設
の
見
直

し
を
行

い
、
右
効

利
用
を
図
る
た
め

平

成
９
年

度
予
算

は
、
一

般
会
計

一
千

六
十
四

億
千

七
百
万

円

、
特
別

会
計
（
六
会

計
合

計
）
六
百

六

十
三

億

四
千
四

百

六
十
三
万

五
千

円

、
企
業

会
計

（
二
会

計
食

言

二

百

十
八
億

一
千
三

百

五
十
三
万

七
千

円

と
な

っ

て

い
ま
す

。

は
、
新
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で

き
ま
す
が
、
平
成
９
年
２
月
２
日
以

降
に
変
更
手
続
き
を
し
た
人
は
、
旧

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
利
用
し
て

必
ず
投
票
を

投
票
日
に
投
票

に
行
け
な

い
人

は
、
左
表
の
よ
う
に
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会場 市 役 所 各支所

日

時

知事選挙

2月2ﾜ 日困

～3 月15日出

県議補欠選挙

3月ワ日銜

～15 日出

知事選挙・

県議補欠選挙

3月ワ日窗

～15 日出

午前8 時30 分～午後5 時

持
ち物

投票所整理券と認め印

対

象
市内全域の選挙人

各支所の所管
区域の選挙人

圓

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

■

国

保

松

戸

市

立

病

院

附

属

看

護

専

門

学

校

の

設

置

及

び

管

理

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る
条

例

保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
学
校
養
成

所
指

定
規
則
の
改
正
に
準
じ
、
看
護

専
門
学
校
の
専
門
課
程
の
教
育
内
容

を
変
更
す
る
た
め

一
般
会
計
予
算
の
使
い
道
は
、
民

生
費
が
一
九
・
八
％
を
占
め
、
次

い

で
土
木
費
一
八
・
四
％
、
衛
生
費
一

五
・
七
％
な
ど
の
順
で
す
。

〔
詳
細
は
広
報
ま

つ
ど
４
月
５
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
〕

平

成
９

年

度

固
定

資

産

課

税
台

帳

の
縦

覧

期
間
４
月
１
日
火
～
2
1日

丱〔
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
〕
　
時
間
午
前

８
時

匐
分
～
午
後
５
時

会
場
市
役

所
本
館
二
階
大
会
議
室

※
縦
覧
で
き
る
の
は
、
納
税
義
務
者

と
代
理
権
を
有
す
る
人
で
す
。

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
資
産
税
課
税
課

再

生

自

転

車

を

即

売

３
月
1
6日

㈲

～
1
8
日

㈹
、
午
前
８

時

匐
分
～

午
後

３
時

龠
場

生

き

が

い
福

祉

セ
ン

タ
ー
　

販

売
台
数
五

十

台
（
売

り
切

れ
次
第

終
了
）
　
価
穃

五

千
円

～

一
万

一
千

円
　

交
通
五

香
駅

東

口
か

ら
新
京

成

バ
ス
「
小

新
山
」

行

き
ま

た
は
「
柏
陵

高
校
」
行

き
で
、

新

栄
町
入

口
下

車

圃

㈹
松

戸
市

シ
ル

バ
ー
人
材

セ
ン

タ

・
‐
昔
誣
・
3
1
9
1

番

児

童

扶

養

手

当

の

申

請

は

さ

れ

て

ま

す

か

手
当

を
受

け
る
こ

と

が
で
き

る
人

は
、
十

八
歳

に
達
す

る
日
以

後

の
最

初
の
３

月
3
1日

ま

で
の
問

に
あ

る
児

童
（
障
害

児
は
二

十
歳
未

満
）
を

監
護

し

て

い
る
母

、
ま

た
は
母

に
代

わ

っ

て

そ

の

児

童

を

養

育

し

て

い
る

人

（
養

育
者

）
で
す

。

た

だ
し
、
対
象
児

童

が

①

母

の
配

偶
者
（
内

縁
関
係

等
を
含

む
）
に

養
育

さ
れ

て

い
る

②
対

象
児
童

の
母
（
養

育
者
）
が
国

民
年

金
（
老
齢

福
祉

年
金

を
除
ぐ

）・
厚

生
年

金
等
公

的
年
金

を

受

け
ら

れ

る

③

昭
和
6
0
年

８
月
１

日

以

降
に
手
当

の
支

給
要

件
に
該

当

し
て

か
ら
五
年

を
経

過
し

て
も
手

当

の
請

求
を
し

な
か

っ
た
と

き
は

、
手

当
を
受

け
ら

れ
ま
せ

ん

。
ン

※
所

得
に

よ
っ
て
手

当

の
支
給

が
制

限

ま
た

は
停
止

さ
れ

る
こ
と

が
あ

り

ま
す

。

圃
援
護

課
援

護
係

身

近

な

暮

ら

し

の

相

談

室

午

前
1
0一時

～
正

午
と

午
後
１

時
～

３
時
（
予
約

制
）
　
龠
場

松

戸
栄

暮
ら

し

の
相
談

セ
ン

タ

ー
（
松
戸

栄
郵

便

局
二

階
）
　
相

談
内
容

介
護
（
毎
週

月

曜
日

）
、
年

金
（
第
一
丁

四

木
曜

日
）
、

法
律
（
第
二
・
四
火
曜

日
）、
税

務
（
第

丁

三

火
曜
日

）
、

貯
蓄
（
第

丁

三

木
曜

日
）
　

相
談

員
弁
護

士

・
税

理

士

ほ
か
　

春
用

無

料

圃

月
曜
卜

金

曜
日

の
午

前
９

時
～
午

後
５

時

の
間
に

、
電
話

で
松

戸
栄
暮

ら
し

の
相

談
セ

ン

タ
ー

昔
沺

・
6
6

1
2

番

へ

流
山
都
市
計
画
に
係
る
常
磐
新

線
お
よ
び
沿
線
整
備
都
市
計
画

案
お
よ
び
環
境
影
響
評
価
準
備

書
説
明
会

日　　　　　　時 会　　　 場

3/19
團
午後６時～８時

流山市総合体育館
(流山市野々下1-29-4)

20
吩

午前10 時～正午
流山市立小山小学校体育館

(流山市東初石6-148-5)

午後３時～５時
流山市立八木北小学校体育館

(流山市美田208)

22
倒

午前10 時～正午
流山市立南流山中学校体育館

(流山市流山2539-1)
午後２時～４時

※
各
会
場
と
も
、
駐
車
場
が
狭
い
の

で
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ

い
。

圃

千
葉
県

都
市

部
計
画
課

昔
砌
・

忽
・
3
1
6
1

番
、
同
都
市
整
備
課

昔
叩

Ｓ
・
3
5
4
4

番

、
流
山
市

都
市
計
画
課
・
新
都
市
推
進
課
昔
０

４
７
１
・
5
8・
1
1
1
1

番
、
松
戸

市
都
市
計
画
課
計
画
係

市

役
所

に

は

電

車

や

バ

ス

で

３
月
は
、
駐
車
場
が
特
に
混
雑
し
ま
す
。

ご
来
庁
の
際
は
、
電
車
バ
ス
等
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

圜
管
財
課
庁
舎
管
理
係

市議会は傍聴することができます

平
成
８
年
度
補
正
予
算

条
例
の
一
部
改
正

平
成
９
年
度
一
般
会
計
予
算
は

一
千
六
十
四
億
千
七
百
万
円



住

民

税

の

申

告

は

お

済

み

で

す

か

。市

・
県
民
税

の
申

告
は

３
月
1
7■
(
日

丱
ま

で
で
す

。

申
告

を
す
る
人
…
平

成
９

年
１

月

１

日
現

在
車

内
に
住

ん
で

い
て

、
平

成

８
年

中
に
所

得

が
あ

っ
た
人

や
退

職
し

た
人
な

ど

※
所
得

が
な

く
、

ど
な
た

の
扶

養
に

も

な

っ
て

い
な

い
人
を

申
告

が
必

要

で
す

。
申
告

を
し

な

い
と

、
各

種
手

続

き
に
必
要

な
証

明
書

等

の

交
付

が
受

け
ら

れ
ま
せ

ん

。

申

告
を
し

な
く

て
も
よ

い
人
・：
給

与
所
得

の

み
で
、

勤
務

先
か

ら
給

与

支
払
報

告

書

が
市

役
所

に
提
出

さ

れ

住
民
税

が
天

引
き

さ

れ
る
人

（
勤

務

先

で
確

認

し

て
く

だ

さ

い
）
。

所
得

税

の
確

足
申

告
書

を
提
出

す

る
人

※
給

与
所

得
以
外

の
所
得

が
二

十
万

円
以

下

の
人
は

、
確
定

申

告
の
必

要

は
あ
り

ま
せ

ん

が
、
市

・
県
民

税

の
申

告
は
必
要

で

す
。

準
備
す

る
も
の
…

①
収

支

の
分
か

る
帳

簿
な

ど

②

源
泉

徴
収

票
・
給
与

明

細

書
・
支

払
調
書

な

ど

③
８

年

甲

に
支
払

っ
た
健
康

保
険

料

・
国
民
年

金

保

険
料

・
生
命

保
険

料

・
損
害

保

険
料

・
医
療

費

な
ど

の
領
収

書
ま

た

は
証
明

書

④

印

鑑

⑤

配

偶

者
の
収

入

が
分

か

る
も

の

受

付

靆

呵
・
：
３

月
1
7日

丱

ま

で
の

午

前

８

時
3
0
分

～

午

後

５

時
（

土

曜

・
日

曜
日

を

除
ぐ
）

受

付
場

所
・
：
市

役
所

本
館

二

階
大

会

議

室

・

各

支
所

（
た

だ
し

常

盤

平

・
新
松

戸
支
所

は
併

設

の
市

民
セ

ン

タ
ー
で

、
東

部
支

所
は
東

部

ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ

ー
会

議

室
で
）

※
郵

送
に

よ

る
申

告

も
受

け

付
け

ま

す
。

※
期
間
中
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
ぐ

だ
さ
い
。

鱶
市
民
税
課

團収納課・国民健康保険課市税・国民健康保険料の

休日納付・相談窓口および平日夜間窓口

平日夜間受付

日時…３月19 日㈲～３月31 日㈲（土曜・日曜日、

祝日を除く）、午後８時まで

会場…収納課・国民健康保険課

休日受付

日時…３月23 日(日)午前９時～午後４時

会場…収納課 一国民健康保険課・各支

所

平
成
８
年
分
確
定
申
告
は

お
済
み
で
す
か

期
限

間
近

に
な

る
と

、
税

務
署

は

大

変
込

み
合

い
ま

す
。

確

定
酊
巫
に
を
し

な
け

れ

ば
な
ら
な

い
人

は
、
収

入

や
経
費

の
内
容

な
ど

を
十
分

確
認

し
、
正

し

く
早

め
に
申

告
し

て
く

だ
さ

い
。

所

得
税
の

確
定

申
告

と
納

税
…

３

月
1
7日

丱
ま

で

贈

与
税
の

申
告

と
納

税
・：
３
月
1
7

日
丱

ま
で

消

費
税
（
個

人
事
業

者

）
の

確
定

申

告
と
納

税
・：
３

月
3
1日

側

ま
で

＊
閉
庁
日

子

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
）

は
、
時
限
外
文
書
収
受
箱
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
減
税
額
の
計
算
は
、

も
れ
な
く
正
し
く

平

成
８

年
分

の
所

得
税

の
確
定

申

告
書

は

、「
特

別
減
税

額
」
の
計
算

を

行

つ
こ
と

に
な

っ
て

い
ま

す
。

ご
注

意
く

だ

さ

い
。

圓

松
戸

税
務
署

容
沺
・
1
1
7
1

番

納税は便利な口座振替で

所得税、消費税(個人事業者)

の納税には、便利な口座振替を

ご利用ください。

手続きは、税務署または金融

機関の窓口で

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫

、
胃
丈
夫

、
大
丈
夫

健
康
で
明

る
い
未

来
の
た
め

に

そ
の
三
十
九
　

い
ろ
い
ろ
な
歯
の
痛
み
（
そ
の
２
）

前

回
ま

で

、
歯

の
内

部

か
ら

起

こ

る
痛
み

に

つ

い
て

お
話

し
し

て

き
ま
し

た

が

、
今

回

は
歯

の
周

囲

組

織

が
引

き
起

こ

す

痛
み

に

関
し

て

お
話
し
し

た

い
と

思

い
ま

す
。

歯

は

ご

存

じ

の

よ

う

に

、

顎

（
あ

ご
）
の
骨
に

植
わ

っ
て

い
ま
す

。

歯

と

骨

は
、

歯
根

膜
と

い
う

靱
帯

（
じ

ん

た

い
）
の
よ

う

な
組
織

に
よ

っ
て

つ
な
ぎ
止

め
ら
れ

て

い
ま

す
。

歯

の
周
囲

組

織

の
痛

み

は
、

主
に

こ

の
辺
り

の
ト

ラ

ブ
ル

が
原

因
と

な

っ
て
起

こ

り

ま
す

。
こ

の

場
合

の
症

状

と
し

て

は
、

噛

（
か

）

ん

だ
り

歯

に
物

が
当

た

る
と

痛

み
を

感
じ

る
こ

と
で

す
。

歯

根

膜
と

い
う

の
は

、
歯

に
力

が

か
か

っ
た
と

き
に

、

そ
れ

が
骨

に
直

接

伝

わ
ら

な

い
よ
う

に

ク

ッ

シ

ョ
ン

の
役

目

を
し

て

い

る
組

織

で

す

。
こ

の
部

分
に

炎

症

が
起

き

る

と
、

前

述
の

よ
う

な

症
状

が

現

れ
ま
す

。

も

っ
と

も

頻

度

が
高

い

の

は
、

歯

周
病

の
原

因

と

な

る
細
菌

が
歯

周

ポ
ケ

ッ
ト

の

中

に

侵

入

し

て

、

歯

根
膜

に
炎

症

を
引

き

起
こ

す

た

め

に
起

き

る
痛

み

で
す

。
俗

に

い

う

歯

が
浮

い
た
感

じ
と

い
う

も

の

が
こ

れ

に

あ

た

り

ま

す

。

ま

た

、

非

常

に
疲

れ

た
り

ス
ト

レ

ス

が
た

ま

っ
た
り
し

て

、

睡
眠

中

に
無

意

識

に
く

い
し

ぼ
り

や
歯

ぎ
し

り

を

し

て

い

る
た

め
歯

に
異

常

な
力

が

か

か

り
、

歯
根

膜

に
炎

症

が
起

き

て

痛

み
を

感

じ

る
こ
と

が
あ
り

ま

す

。そ

の
ほ

か

、
歯

と
歯

の
間
に

物

が
挟

ま

っ
て
し

ま

う

た
め

に
症

状

が
出

る
こ

と

も
あ

り

ま
す

。
特

に

若

い
人

の
場

合
、

親
不

知

（
し

ら

ず
）
が

萌
出
（
ほ

う

し

ゅ

つ
）
し

よ

う

と

し
て

手

前

の
歯

を
押

し

や

る

た
め

に

、
噛

ん
だ

と

き
に

痛

み
を

感
じ

る
場

合

が
あ
り
ま

す
。
ま

た
、

骨

の
中

に
あ

る
親

不

知
に

よ

っ
て

は
、

は

っ
き

り
し

な

い
痛
み

が
起

こ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

い
ず

れ
の
場
合
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
等
を
用

い
た
検
査
が
必
要
で
す
。

ま
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
顔
面

神
経
痛
や
狭
心
症
の
発
作

が
原
因

で
歯

が
痛
く
な
る
こ
と
も
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
原
因

の
は
っ

き
り
し
な
い
歯
の
痛
み
は
、
背
景

に
重
大
な
病
気
が
隠
さ
れ
て

い
る

こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
な

診
察
が
望
ま
れ
ま
す
。

歯

の
内
部
が
原
因
と
な
る
痛
み

に
比

べ
て
、
周
囲
組
織
が
引
き
起

こ
す
痛
み
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

が
あ
り
、
診
断
も
比
較
的
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
己
判
断
せ
ず

に
歯
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

申請受付中

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

４月から消費税率が引き上げられ、地方消費

税が導入されることになりました。これに伴い

国から臨時福祉特別給付金が支給されます。

基準日(平成９年２月１日) に該当すると思

われる人や65 歳以上の人には、申請書等をお送

りしました。該当する人は申請してください。

申請期限…３月25日(火)まで、午前８時30分～

午後５時( 土曜・日曜日、祝日を除く)

※休日受付を３月９日(日午前９時～午後５時ま

で市役所本館１階ロビーで実施します。

申請場所…担当課( 下表) および各支所( 郵

送でも受け付けます)

支給方法…支給申請書を提出していただいた

後に支給( 原則として銀行振り込み)

旧下表の各担当課

種 類 と 支 給 額

種類 対　　　象　　　者 担　当　課
１

福
祉
給
付
支金
給
額
一
万
円

・老齢福祉年金受給者
・障害基礎年金受給者(旧障害福祉年金)
・遺族基礎年金受給者(旧母子・準母子福祉年金)

国民年金課

・特別児童扶養手当受給者
・特別障害者手当受給者
・障害児福祉手当受給者
・福祉手当(経過措置分)受給者

しあわせ課

・児童扶養手当受給者
・原爆被爆者諸手当受給者

援　護　課

更更 ・65歳以上の人で､平成8年度分の個人の市民税
が課されなかった人(他の人の控除対象配偶者
または扶養親族となっている場合は､他の人に
市民税が課されなかった場合に限ります)

ながいき課

3
介
護
福
祉
金
支
給
額
三
万
円

・生活保護受給者あ
るいは平成８年度
分の市民税所得割
が課されなかった
大（他の人の控除
対象配偶者または
扶養親族となって
いる場合は、他の
大に市民税所得割
が課されなかった
場合に限ります）

○平成８年８月１日以前か
ら、ねたきりまたは、痴
ほう等の状態にあるため
常時の介護を必要として
いる65歳以上の人（３ヵ
月以上の入院は除＜）

ながいき課

○特別障害者手当受給者
○障害児福祉手当受給者
○福祉手当(経過措置分)受
給者

しあわせ課

※１の福祉給付金の支給要件に該当する場合には、２の特別給付金は支

給されません。

えだまめ

を募集

種をまいたときから、

あなたは農園 オーナー。

成育状況を見ながら、自

分で収穫体験ができます。

なんといっても取 りた

ての枝豆は最高！　 ご家

族・お友達と一緒にいか

がですか。

則澗 …種まき(４月下旬)から収穫(７月中旬)まで

地区…幸田・新松戸・大橋・馬橋地区

｢ヌ画…１うね約15m

費用…１区画3,000円

予想収穫量…葉付きで10kg程度( 約10束)

※種まき、肥路管理は農家力1行います。

圉３月25日(火)までに、往復ハガキに希望地区・区画数・住所・氏

名(フリガナ)・電話番号を記入して、〒271 松戸市根本387-5 松

戸市役所農政課内松戸市都市農業振興協議会えだまめ係へ

圜農政課農政係S366 -7328 番

市
・
県
民
税
の
申
告
は
３
月
1
7
日
ま
で

住
民
税
の
申
告
は

お
済
み
で
す
か
？

申
告
期
限
を
お
忘
れ
な
く

所
得
税
贈
与
税
消
費
税

農園オーナー

おかしいなと思ったら迷
お
ず歯科医師に相談を



釣りができるよ

舂になると江戸川の土手では、たくさんの
野草が芽を出して花を咲かせます

(ツクシ・タンポポ・ノビル・ヨモギなど)
ダ

４月には、公園や浄化した水を一ｒ ｓ
利用した滝ができます　　　　　

鳥SJ

電話予約で見学できます
S0471  -25-7318 番 古?

(建設省江戸川工事事務所)

江戸川松戸フラワーライン
(春はレング、秋はコス

モスが咲きます)

南部小学校脇に浄化した水を
利用したせせらぎがあります

浄化 施設上 に親 水広 場が

あり 、水 遊びが でき ます

用水 路で ザリガ ニ釣 りが

でき るよ

釣り がで きる よ

明治時代に造られた４連アーチの

レンガ造りの樋門です

市

で
は
、

川
を

き

れ

い
に

す
る
た

め
に
下

水
着
服

業

の
推
進
を

は
じ
め
、

河

川

の
直
接

浄
化

施
設

の
整

備
、
工

場

排
水

の
規

制

や
監
視

な
ど

を
行

っ

て

い
ま
す

。
国

や
県

で
も
、

河
川

の

直
接

浄
化
施

設

の
整
備

、

ヘ
ド

ロ
や

ゴ
ミ
の
除
去
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
最

近

、
川

に
対
す

る
市

民
意

識

が
高

ま
り

、
各

家
庭

で
の
排

水

浄
化

の
取

り
組

み
や
市

民

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

の
河

川
愛
護

活
動

団
体

の
活

動
を

盛

ん
に

な

っ
て
き
ま

し
た

。

市
内
の
川
も
、
こ
の
よ
う
な
各
種

事
業

・
活
動

を

は
じ

め
、
市

民

の
皆

さ

ん
一
人

ひ
と

り

の
ご
協

力
で
少

し

ず

つ
き

れ

い
に

な
り

、

い
ろ

い
ろ
な

生

き
物

が
見

ら

れ

る
よ
う

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。

身
近
な
川
を
見
て
み
よ
う

川

の
水
質

が
徐
々

に
き

れ

い
に
な

り

、
市
内

河
川

の

い
ろ

い
ろ
な
場

所

で

、
メ

ダ
カ

や
コ
イ

、

フ
ナ
な

ど
の

魚

や
ク

ワ
イ
、

ク

ロ
モ
な

ど

の
水
生

植

物
が
見

ら

れ
る
よ

う
に

な
り

ま
し

た

。
ま

た
、

カ
モ

や
サ

ギ
な
ど

さ
ま

ざ
ま

な

野
鳥
を

水
辺

に

や
っ
て

き
ま

す

。最

近

は
、
坂

川

や
六
間

川
な

ど
で

釣
り
を
す
る
人
や
ザ
リ
ガ
ニ
を
捕
っ

た

り
、

バ

ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ

ン

グ
を
楽

し

む
家

族
連

れ
な

ど
、
川

や
水

辺
に

週
末
に
な
る
と
大
勢
の
釣

り
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
（
ま
こ
も
池
）

今の時期、たくさんの水鳥が江戸川にやってきます

親
し
む
人

が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

川
や
水
に
や
さ
し
い

生
活
を

心
掛

け

よ

う

こ
の
よ
う
に
市
内
の
河
川
の
水
質

は

一
時

よ

り

は
だ

い
ぶ

改

善

さ

れ
、

た
く

さ
ん

の
生
き

物

が
戻

っ
て
く

る

よ
う

に
な
り

ま
し

た

が
、
ま

だ

「
水

の
き

れ

い
さ
」

は
十
分
と

は

い
え

ま

せ

ん
。
市
内

の
川

の
汚

れ
の

原
因

の

九

割
近

く

が

「
生

活

排

水
」

で
す

。

川
を

き
れ

い
に
す

る
た

め
に

は
、
汚

れ
た

排
水
を

で
き

る
だ

け
流

さ
な

い

よ
う

に
す

る
こ
と

が
重
要

で

す
。

な

お

、
下

水

道

を

お
使

い
の

人

で
も

、

道
路

側
溝

な
ど
雨

水
を

排
水

す

る
た

め

の
施

設

に
汚

水
（
屋

外

で

の
洗

濯

排

水
・
調

理

関

係

排

水

な

ど

）
を

流

す
と

、
川
に

そ

の
ま
ま

流
れ
込

み
川

を
汚

す
原
因

と

な
り
ま

す

の
で
、

ご

注
意

く
だ

さ

い
。

川

は
私

た
ち

に
や
す

ら

ぎ
と
潤

い

を
与
え

て

く
れ

ま
す

。
こ

れ
か
ら

も

「
み

ん

な

の
川

」

が

き

れ

い
に

な

る

よ
う

に
、

私
た
ち

に
も

で
き

る

「
川

や
水

に

や
さ
し

い
生
活

」
を

心
掛

け

た

い
も

の
で
す

ね
。

一`
。「
こ

ん
な
所

に

、
こ
ん

な
生

き

物
が

い
た

よ
」
と
い

っ

た
情

報

を

川

を
き

れ
い
に

す

る
課
へ

お
寄
せ

せ

く
だ

さ
い

。
市

民
の
皆

さ
ん

へ

の
貴
重
な
情
報
と
し
て
役
立
て
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
で
川
の
汚
れ
の

３
割
を
カ
ッ
ト
で
き
ま
す

①
食

べ
物
を
捨

て
な
い

食
べ

残
し
は
資
源
の
無
駄
に
な
る

し

、
ゴ
ミ
の
増
加
や
川
の
汚
れ
の

原

因
に
も
な
り
ま
す
。

作
り
す
ぎ
な
い
、
ひ
と
工
夫
し
て

ま
た
食
べ
る

な
ど
、
な
る

べ
く
捨
て
な

い
よ
う
努
力

し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
好
き

嫌
い
を

な
く
す
こ
と

も
大
切

な
こ

と
で
す

ね
。

③
細

か
い
調
理
ク

ズ
も
流
さ
な
い

台
所
の
流
し
に
は
三
角
コ
ー
ナ
ー

を
置
き
、
ま
た

、
三
角
コ

ー
ナ
ー
や

排
水
口
に
は
「
ろ
紙
袋
」
を
つ
け
細

か
い
ゴ
ミ
も
回
収
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
食

器
や

鍋
（
な
べ

）
に
つ
い

た
汚

れ
も
流
さ
な
い

食
器
や
鍋
は
、
付
着
し
た
汚
れ
を

ふ
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

⑦洗剤はきちんと使う

洗剤は、石けんなど無リん

の洗剤をきちんと計量して使

いましょう。

②
飲
み
物

を
流

さ
な
い

牛
乳
や
み
そ
汁
は

、
一
度
つ
い
で

し
ま
う
と
残
っ
た
と
き
に
捨
て
た
く

な
り
ま
す
。

飲
め
る
だ

け
注
ぐ
よ
う

に
し
、
流
さ
な
い
で

す
む
よ
う
に
努
力
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

④

廃
油

を
流

さ
な
い

食
用
油
は
工
夫
す
れ
ば
使
い
切

る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
油
こ
し
」
で
こ
し
て
再
度
利
用

し
た
り
、
揚
げ
物
の
順
番
を
考
え
た

り
、
油
の
に
お
い
を
消
す
も
の
を
揚

げ
て
に
お
い
を
取
っ
た
り
、
ま
た

最

後
に
炒
め

も
の
に
使
っ
た
り
す
る
な

ど
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

もし、
捨てる時は…

古新聞紙空になった
牛乳などの
紙パック

⑥
浄
化
漕
は
定
期
的
な
点
検
や
清

掃
を
し
て
適
正
に
使
用
す
る

⑧ゴミを捨てない

川や水路、道路にゴミや吸

い殼を捨ててはいけません。

川に生き物が戻ってきています

近くの川に出かけてみませんか

市内の川も市民の皆さん一人ひとりのご協力で少しずつきれ

いになり、いろいろな生き物が見られるようになってきました。

そこで今回は、市内で魚釣りや散策、見学などができるとこ

ろを紹介します。これから日に日に暖かくなります。散歩がて

ら近くの川などに出かけてみませんか。きっと新たな発見があ

りますよ。

こ れからも私たち一人ひとりの心掛けで川がき れいになり、

さらに親しめるようにしたいですね。

團11をきれいにする課　　　　　　　　　　　　 ｊ

ヨモギつみができます

田園風景の中で、ヒ バリの声丶
聞きながら散策できます



留
守
家
庭
児
童
会

（
学
童
保
育
所
）
の
ご
利
用
を

一覧留守家庭児童会（学童保育所）

留

守

家
庭
児
童

会
（
学

童
保
育

所
）
で

は

共
稼

ぎ
家

庭

な
ど

の
児
童

を

学
校

の
放
課

後
に

お
預

か
り
し

て

い
ま
す

。

対
象

…
小

学

校
一

年
上

二
年
生

覬
こ

ど

も
課
管

理
係

rt' 名　 ＿称 電　話 住　　所 定員
○栗ケ沢 344-4472 小金原ﾜｰ16 各

40人○小金 341-0406 小金355

稔台 362-4857 稔台99 各
60人常盤平 38ワー26ﾜ0 常盤平4-11-16

○上本郷 365-32ﾜ6 上本郷3620

各
40

人

○小金原 345-0401 小金原8-10
○根木内 345-0454 小金原2-3

馬橋 344-9681 西馬橋相川町143

胡録台 365-9200 松戸新田158-1

高塚 391-4｢758 高塚新田500-8
○古ヶ崎 361-1842 古ケ崎4-3620-1
○牧の原 384-4553 牧の原435-1
○寒風台わんぱく 363-8400 松戸新田316-25
○たんぽぽ 36ﾜｰﾜ232 二十世紀ヶ丘柿の木町111

新松戸 344-9ﾜ96 新松戸4-247
小金北 344-9ﾜ35 大金平3-135
八柱 392-5420 日暮3-6-1
大橋ありのみ 391-2617 二十世紀ヶ丘丸山町86

○五香六実ひまわり 384-0206 六高台4-131

新松戸あかしあ 344-2141 新松戸7-375

相模台 362-8604 松戸2284-1
○松飛台 38ワー69ﾜ9 初富飛地3
八ヶ崎 345-9322 八ヶ崎524
横須賀 345-6164 横須賀545-1
ニツ木 341-8423 ニツ木1270-1
○南部なかよし 365-1ﾜﾜ1 小山148
常盤平風の子 388-7724 常盤平西窪町8-26
○松戸中央 363-4110 根本217

○高木 389-5656 金ヶ作120

○ひまわり第二 385-56ﾜ0 五香六実197

○旭どんぐり 348-3061 旭町1-20-2
○…学校余裕教室○…学校敷地内

講座名 日時 定員・費用

パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
講
座

パソコン･ ワ ープロ

入門講座

①４／ ９團・10 休） 午後

②4/21 ㈲・22（火） 午前

各10 人

6,000 円

Windows95

入門講座
4 /17休)・18 窗　午後 10人6,000 円

ワープロソフト

一太郎入門講座
4/ ; 誚 ゛2 ㈲　午後 10人10,000 円

(8,000 円)

表計算ソフト

Lotus  1-2-3講座
４／ ５倒・12 出 ・19 倒

10人15,000 円

(10,000 円)

表計算ソフト

Exse 仄門講座

4 /210月)・22 脚　 。
23 團　　　　 午後

10人10,000 円

(8,000 円)

※午前＝午前9時30 分～ 午後O 時30 分 、午後＝午後1 時30 分～4
時30 分 、土曜日＝午前9時30 分～ 午後4 時30 分

マ

パ
ッ

ソ キ
コ ン
ン ト
講ッ

座 シ
ユ

初心者入門講座
4/　7㈲・　8(火)　　。
14(月)・15(火) 午後

各5 人

15,000 円

初級講座
4 /17W ・18 銜　　－
24 ㈲・25 銜 午剛

※午前＝午前9 時30 分～正午、午後＝午後1 時30 分～4 時

クラブ会員を募集
市
内
五
ヵ
所
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
で

は
、

さ
ま
ざ
ま

な

お
年

寄

り

の

ク
ラ

ブ
（
ゆ
う

ゆ
う

ク

ラ
ブ
）
で
、
皆

さ
ん
が
イ
キ
イ
キ
と
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

今
回
、
矢
切
と
六
実
高
柳
の
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
ク
ラ
ブ
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
市

内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の

人
　
苣

用
無
料

惠
３
月
５
日
團
午
前
９
時
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
矢
切
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
昔
沺

・
1
5
0
8

番

、
六

実
高
柳
老
人
福

祉
セ
ン

タ
ー
昔
誣

・
3
4
7
8

番
へ
（
日
曜
・
月
曜
日

を
除
ぐ
）

兩
左
記
事
務
所
窓
口
で
先
着
順
に
受
け
付
け

贋
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
松
戸
市
小

金
原
一
の
一
九
の
三
）

容
匐
・
3
2
0
0

番

センター名 クラブ名 募集人員 活動日 時間　　　 -，

矢
切
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

書道(1) 11人 第１・第３木曜日 午前10 時～正午

書道(2) ７人 第１・第３火曜日 多

民踊 若干名 第２・第４火曜日 午前10 時～午後３時

コーラス 多 第１・第３水曜日 午前10 時～正午

フォークダンス 多 第１～第４水曜日 午後IE 持～３時

華道 多 第２・第４金曜日 夕

折り紙(1) 多 第１・第３金曜日 夕

折り紙(2) 多 第１土曜日 多

社交ダンス 多 第１～第３土曜日 午前10 時～正午

将棋 多 毎　日 午後IE 持～４時

六　
実
老高
人柳
福
祉
セ
ン
タ
ー

詩吟 10人 第１・第３金曜日 午後１時～３時

生け花 ６人 第２・第４木曜日 夕

書道 多 第２・第４水曜日 午後IE 持～２時30 分

パンフラワー 多 第２・第４金曜日 午前10 時～正午

水彩画 多 第１・第３水曜日 多

※
費
用

の
う

ち
（
　

）
内

は

、
当

会
員

事
業

所
ま

た

は
当
団

体
会
員

メ
ン

バ
ー
の
場

合
で

す
。

※

パ
ソ
コ

ン

ー
ワ
ー

プ
ロ
講
座

に

つ

い
て

は
毎

廾

募
集
し

て

い
ま
す

。

講座名 日時
定 員 ・ 費 用　

資

格

検

定

教

養

講

座

日商簿記３級

受験講座

４／７～ ５ ／３０の毎週

月・水・金曜日( 全20 回)
午前9時30分～11時30 分

15人
20,000 円

(15,000 円)

宅地建物取引主任者

資格取得講座

４／８～ ワ／３１の毎週

火・木曜日（全32 回）

午後6時30 分～9 時

25 人
45,000 円

(35,000 円)

２級建築士資格取得

講座（学科コース）

4 /17～6 /28 の毎週火･
木･ 土曜日（全30 回）

午後6時30 分～9時（土曜
日は6時から）

30人

60,000 円

(50,000 円)

２級建築士資格取得

講座（製図コース）

9/ 2 ～9 /20 の毎週火･
木･ 土曜日（全10 回）

午後6時30 分～9時 （土曜
日は6時から）

30人

40,000 円

(30,000 円)

行政書士資格取得

講座

５／７～ ８／４の毎週

月・水曜日（全25 回）

午後6 時30 分～9時

30 人

40,000 円

(30,000 円)

実用英会話初級(1)

4/ 2 ～6 /25 の 毎週水

曜日（全12 回）

午前10時～11 時30分

20 人

15,000 円

実用英会話初級(2)

４／ ２～6/25 の 毎週水

曜日（全12 回）

午後1 時～2 時30 分

20 人

巧,000 円

絵手紙教室

４／１～ ９ ／１６の毎月第

１・第３火曜日( 全10 回)

午前10 時～11 時30 分

20 人

10,000 円

男の料理教室

4 /12 ～9 /13 の毎月第

２土曜日（全５回）

午後２時～４時

20 人

15,000 円

気功・太極拳入門

講座

４／ ２～７ ／１６の毎週水

曜日（全15 回）

午後６時～７時20 分
各30人

15,000 円
４／ ３～ ７ ／１７の毎週木

曜日（全15 回）

午前10 時30分～正午

ヨーガ入門講座

４／４～ ６ ／２７の毎週金

曜日（全12 回）

午前10 時30分～正午

20 人

12,000 円

フラワーデザイン

入門講座

4 /10 ～9 /25 の毎 週木
曜日（全20 回）

午前10 時～正午

20 人

10,000 円

フラワーデザイン

資格取得講座

4 /10 ～9/25 の毎 週木

曜日（全20 回）

午後1 時～3 時

20 人

10,000 円

筆ペン入門講座

４／ ７～８／４の毎週月

曜日（全15 回）

午後IE 侍30分～ ３時30 分

15 人

ﾜ,500 円

あ
な
た
の
花
壇
一
も

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

矢切耕地を流れる坂川沿いに、季節のうつろいを感じながら散策を

楽しめる花壇をつくってみませんか。

米穀販売業（小売業・卸売業）

の登録申請手続きを受け付けます

対象…矢切支所管内の個人・家

族または各種団体・企業

定員…30 組（１組あたリ10 ㎡を

担当）

内容…垢||沿いの矢切橋付近での

種まき・水やリ・除草など（年３～

４回の作業で、第１回は４月2ﾜ 日(日)午前10 時からの種まき)

費用…１人100 円( 保険料)

※応募者多数の場合は抽選。

※４月12 日出午前10 時～11 時30 分､矢切支所で説明会を開催します。

圉３月1ワ日(月)〔必着〕までに、商工観光課・矢切支所にある申込書

を直接商工観光課・矢切支所へ、または電話で商工観光課S366 ―

ﾜ32ﾜ 番へ

/ ］ 卸売業 小売業

対　象 新規に米穀販売業を始めたい人

申請期間 ４月１日脚～30 日團

申請先 千葉県庁農林部農政課
主たる販売所が市内の場合

は市農政課

登録要件
年間販売見込み数量4, OOOt
（精米）

以上で、袋詰め精

米を製造するためのとう精
施設があることなど

お米を販売するための売り

場があることなど

申請手数料

(千葉県証紙)
100,000 円

9,000 円

(2 店舗目からは5,000円を加算)

登録期日 ６月１日(日)

申請書配布場所

および問い合わせ先

千葉県庁農林部農政課O043-223-2814 番

または市農政課農政係S366 ―ﾜ328 番

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
テ

ク

ノ
2
1
）

各
種
講
座
案
内

老人福祉センター ゆうゆうクラブ



フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

ス
・
写
真
展
示
会

ア

イ

リ
　

大

き
な

屋

根

を

つ
く

ろ

う

３
月
2
9日
出
午
後
２
時
～
４
時

３
月
1
2囗
團
～
1
7日
鋤
、
午
前
1
0

時
～
午
後
６
時
（
初
日
は
午
後
１
時

か
ら
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ウ
ィ
ン
ス

（
新
松

戸
駅
徒
歩
七
分
）

春
乕

無
料

夏
福
田

登
3
4
5
・
5
9
6
4

番

小

金

原

写

友

会

写

真

展

３

月

い一
１１一
日

㈹
～
1
6
日

㈲

、

午

前
1
0

時

～

午

後

６

時

（
初

日

は

午

後

１

時

か

ら

、
最

終

日

は

午

後

５

時

ま

で

）

会

場

文

化

ホ

ー

ル

ギ

ャ

ラ

リ

ー
　

費

用

無

料

撻

阿

部

昔
3
4
1・
7
0
6
2

番

劇

団

「

貝

の

火

」
人

形

劇

３
月
2
2
日

出
午
前
1
0
時
3
0
分

～
正

午

会

場
矢

切
公

民
館

ホ
ー
ル
　

内

容

宮
沢

賢
治

原
作
「
貝

の
火
」（
小
学

校
低

学
年

同
き
、

幼
児

は
保
護

者
同

伴

）
　
定

員

先

着

九

十

人
　

費
用

無

料惠
電

話
で

常
盤
平

児
童
福

祉
館

登
3
8
7

・
９
Ｊｇ
ａ
９（
）Ｏ
番

へ

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

ス
ト
ロ
ー
と
ク
リ
ッ
プ
で
大
空
間
を

作
る
　
対
象
小
学
校
高
学
年
（
保
護

者
の
参
加
可
）
　
霍

貝
先
着
三
十
人

費
用
無
料

匣
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
昔
3
8
7

・
ｑａ
りＸ
ｎ
乙
Ｏ
番
へ

と

き

わ
平

少

年

少

女

合

唱

団

定

期

演
奏

会

３
月
2
3日
㈲
午
後
２
時
～
４
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
内
容
組
曲
「
虫

の
絵
本
≒
う
ち
ゅ
う
と
こ
こ
ろ
が
ひ

び
き
あ
う
と
き
」
　
曹
用

七
百
円

崑
加
藤

登
3
8
4
・
6
0
7
9

番

世
界

平

和

都
市

富
一
昌
事

業

「
春

の

親
子

平

和

映

画

鑑
賞

会

」

３
月
2
2日
出
午
後
２
時
～
４
時

会
場
市
民
劇
場

内
容
「
象
の
い
な

い
動
物
園
≒

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
グ
ラ
フ

ィ
テ
ィ
」
　
定
員
当
日
先
着
三
百

人

（
申
し
込
み
不
要
）
　
費
用
無
料

覬
総
務
部
総
務
課

催

し

物

わ

く

わ
く

さ

ん

と

遊

ぼ
う

４
月
１
日
㈹
①
午
前
1
0時
3
0分
か

ら
＝
聖
ミ
カ
エ
ル
幼
稚
園
②
午
後
４

時
か
ら
＝
矢
切
公
民
館
、
４
月
２
日

水
①
午
前
1
0時
3
0分
か
ら
＝
東
部
市

民
セ
ン
タ
ー
②

午
後
２
時
と
４
時
か

ら
＝
市
民
会
館
　
曹
用

九
百
円

撻
松
戸
西
子
ど
も
劇
場
・
菊
地

酋
3
6
1

・
1
6
0
6

番

松

戸

北

子
ど

も

劇

場

高
学

年

例

会

・
蒼

い
企

画

「
マ

ル

セ
太

郎

・
ス

ク

リ

ー
ン

の

な

い
映
画

館
」

３
月
2
1囗
窗
午
後
６
時
3
0分
開
演

龠
殲
市

民
劇
場

数

用
子
三
百
円

崑
藤
田
登
3
4
7
・
4
4
4
6

番

劇

団
「

奇

想
天

外

」
公
演

３
月
2
9日
出
午
後
６
時
、
3
0日
㈲

午
前
Ｈ
時
と
午
後
２
時
3
0分
開
演

会
場
青
少
年
会
館

内
容
石
山
浩
一

郎
作
「
（

イ
ス
ク
ー
ル
忠
臣
蔵

『
討

ち
人
と

』、
演
出
原
田
浩
一
　
春
用

四
百
円

撻
青
少
年
会
館

音
3
4
4
・
8
5
5
6

番

県立現代産業科学館催し物

古

都

フ

ォ

ー

ラ

ム

「

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

と

古

都

保

存

」

３
月
1
5
日
出
午

後
１
時

か
ら
　

会

場

草
月

ホ

ー
ル

（
地
下

鉄
半

蔵
門

線

青

山

一
丁

目

駅
下
車

）
　

内

容
基
調

講

演

（
評
論

家

・
草

柳
大

蔵
氏

「
町

の
歴
史

と
文
化

を
守

る
」
）
・

パ
ネ

ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
ほ

か

窰

貝
先

着

五
百

人
　

蓄
用

入
場

無
料

圉

電

話
で
謝

古
都

保
存

財
団

昔
0
3
・

５

２
７

５

・
5
0
1
1

番

へ

寺

島

文

化

会

館

の

催

し

物

小

林

た
け
ひ

ろ
立

体
作

品
展

３

月
９

日

㈲
～
1
6
日

㈲
　

会

場
寺

嶋
文
化

会
館

前
庭
　

眥

用
無
料

田

中
祥

枝
油

彩
展
「
ロ

マ
ン
テ

ィ

ッ
ク

ー
エ

ク
ス
プ

レ
ス

」

３

月
2
1
日

蚩
～
４

月

１
日

㈹
〔
３

月
2
9
日
出
～
3
1
日

囲

の
間

は
休
館

〕
、

午
前

９
時

～
午

後
９

時

会

場

寺
嶋

文
化

会
館
　

善
用

無
料

舞
寺

島
文

化
会
館

昔
０
４

７
１

・
6
7

・
6
1
5
3

番

借

地

借

家

の
無

料

相

談

３
月
1
3日
困
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

春
用

無
料

奈
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

麺
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷
昔

3
4
5
･

　ｃｏ
 
i
にａ
４
（
８
番

千

葉

県

女

性

セ

ン

タ

ー

国

際

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

介

護

は

女

性

だ

け

の

問

題

か

」

４

月

Ｈ

日

窗
午

後

１

時
3
0
分

か

ら

会

場
さ

わ

や

か

ち

ば

県

民

プ

ラ

ザ

ホ

ー

ル
（
柏

市

）
　
内

容

い
ち

早

ぐ

介

護

保

険

制

度

を

導

入

し

た

ド

イ

ツ

か

ら

関

係

者

を

招

き

、

こ

れ

か

ら

の

女

性

の

生

き

方

と

介

護

の

在

口

方

に

つ

い

て

考

え

る
　

出

演

者

南

砂

氏

（

読

売

新

聞

社

解

説

委

員

）、
手

塚

和

彰

氏
（
千

葉

大

学

教

授

）
、
ウ

ー

テ

ー
ケ

ッ

タ

ー

氏
（
マ

ッ

ク

ス

ー
プ

ラ

ン

ク

国

際

社

会

法

研

究

所

研

究

員

）
、
ベ

ル

ン

ト

・

シ

ユ

ル

テ

氏

（

ビ

ー

レ

フ

ェ

ル

ト

大

学

教

授

）
ほ

か
　

定

員

先

着

四

百

七

十

三

人

善
乕

無

料

惠

電

話

ま

た

は

往

復
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
電

話

番

号

・
返

信

用

の

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
7柏

市

柏

の

葉

四

の

三

の

一
千

葉

県

女

性

セ

ン

タ

ー

【

昔
０

４

７

１

・
4
0
・
８

″り
Ｏ

Ｑ
乙
】

番

）
へ

内　容 日　時 対象・定員 費用

Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
本

キャラバンキッズＴ
Ｖ

ユメ
デ
ィ
ア
号

一
般
公
開

屋

外

会

場

「探検！これが放送

局だ」ほか

3/16(1日)

午 午
後 前

1　10
時 時

30S

分 午
Ｓ　後
午 ４

後 時
に､ 、

時 ★
に 印

も の
実 催
施 し
し 物
ま は
す3

‾/
15

日
圉

無

料

おどろき！立体ハイ

ビジョン

体験！中継車

ふわふわ「ビット君」

屋

内

会

場

不思議・驚き実験シ

ョー

ビデオプリントサー

ビス

おもしろ番組幃 スプ

レーコーナー　　　★

ハイビジョンコーナ

ー　　　　　　　 ★

Ｎ日Ｋコンピュータ

ーゲーム　　　　 ★

スタンプコーナー ★

産業たんけん隊( 館内オリエ

ンテーリング)
3/ 8 丗

午前10時50

分～正午

小学 生20 人

(当日受け付け)

シサ
ネイ
マエ
ン

ス

｢魚たちの上陸作戦｣
3/ 2(日)

・9剛 午後1時

～2 時

先着150 人

(当日受け付け)
｢花に追われた恐竜｣ 3/23 絲

頽県立現代産業科学館0379-2005 番、隰3ﾜ9-2221 番

手

賀

の

丘

ふ

る

さ

と

ま

つ

り

．

３
月
2
0
日

㈲
午

前
1
0
時
～

午
後
３

時
（
雨
天

決
行
）
　
龠
殲
県

立
手

賀

の

丘
少

年

目
然
の
家
（
昔
０

４
７

１
・
9
1

・
1
9
2
3

番

）
　
内

容
あ
そ

び
チ

ャ

ン

ピ
オ
ン
ニ

十
種

ぼ
（
く

つ
と

ば
し

、

あ
き

缶
積

み
ほ

か
）・
模
擬
店

春
乕

入
場

無
料

靉
手

賀

の
丘
ふ

る

さ
と
ま

つ
Ｉ

実
行

委
員

会
事

務
局

（
沼
南

町
中

央
公

民

館
内

）・
篠

田

昔
０
４

７
１

・
9
2・
1

1
1
1

番

の

ぞ

み

学

園

作

品

展

示

即

売

会

３

月
1
8日

㈹
・
1
9日
團

・
2
1日

窗
、

各

午
前
９

時
3
0
分
～
午

後
４

時

会

場

市
役

所

本
館

新
館

一
階

連
絡
通

路

内

容
陶
芸

・
縫
製

・
木
彫

崑

の

ぞ
み
学

園

昔
3
6
8
・
1
6
5
5

番

法

廷

傍
聴

会

３
月
1
3日
困
正
午
ま
で
に
千
葉
県

弁
護
士
会
松
戸
会
館
（
松
戸
市
松
戸

一
三
三
六
東
風
園
ビ
ル
三
階
）
に
集

合

、
午

後
４
時

現
地
解

散
　

会

場
千

葉

地
方

裁
判
所
松

戸
支

部

窖

貝
先

着

二
十
四

人
（
要
予

約
）
　
春
乕

無
料

惠

電
話

で
千
葉
県

弁

護
士
会

松
戸
会

館

容
3
6
6
・
6
6
1
1

番

へ

小

林

素

子
（
フ

ル

ー
ト

）
・
新

開

朝

子
（
ピ

ア

ノ

）
デ

ュ
オ

リ

サ

イ

ク
ル３
月
1
4日
蚩
午
後
６
時
3
0分
開
演

会
珊

森
の
ホ
ー
ル
2
1小
ホ
ー
ル
　
内

容
シ
ョ
パ
ン

ー
ス
ケ
ル
ツ
ォ
第
二
番
、

モ

ー
ツ
ァ
ル
ト

ー
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
第

一
番
ほ
か
　
善
用

無
料

撻
小
林
昔
3
8
8
・
0
4
2
3

番

保
健
・
衛
生

愛

の

献

血

３
月
1
5日
出
午
前
1
0時
～
1
1時
4
5

分
と
午
後
１
時
～
４
時

会
場
西
友

常
盤
平
店
前

崑
松
戸
中
臾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
昔

3
6
9
・
2
7
3
7

番

３歳児健康診査は

市が行います

心

臓
病

医

療
相

談

会

３
月
1
6日
㈲
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ

ー
　
内
簟
市
立
病
院
小
児
科
医
師
・

松
本
康
俊
氏
に
よ
る
心
臓
病
に
関
す

る
医
療
相
談
　
春
用

無
料

頚
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
松
戸
親

の
会
・
江
坂

昔
3
9
2
・
6
7
2
4

番

母
子
保
健
法
の
改
正
に
伴
い
、
従

来
保
健
所
で
実
施
し
て

い
た
三
歳
児

健
康
診
査
は
、
４
月
か
ら
市
が
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

受
診
年
齢
も
三
歳
四
ヵ
月
か
ら
三

歳
六
ヵ
月
と
な
り
、
受
診
会
場
も
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
三
ヵ
所
に
な

り
ま
す
。

平
成
５
年
1
2月
生
ま
れ
の
お
子
さ

ん
か
ら
対
象
と
な
り
、
対
象
者
に
は

５
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

臂
健
康
課
検
診
係
昔
3
6
6
・
7
4
8
7

番

無

料
法

律
相

談

会

３
月
2
9日
出
午
前
1
0時
～
Ｈ
時
3
0

分
と
午
後
１
時
～
３
時

会
場
千
葉

県
弁
護
士
会
松
戸
会
館
（
松
戸
市
松

戸

匸
二
三

六
東
風

園

ビ
ル
三

階

）

霍

貝
先
着
二
十
八
人
（
要
予
約
）

兩
電
話
で
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
会

館

昔
3
6
6
・
6
6
1
1

番
へ

歴

史

民

俗

博

物

館

企

画

展

「

お

金

の

玉

手

箱

」

３

月
1
8
日

㈹
～
５
月
1
8日
倒
（
休

館

日

あ
り
）
、
―

圜
９
時
3
0
分
～

午

後
４

時
3
0
分
（
入
館

は
４

時
ま

で
）
　
会

場

歴

史
民

俗
博

物
館
（
佐

倉
市

）
　
苣

拑

常

設
展
示

入
館

料

の
み

固

歴

史
民

俗
博

物

館

昔
０
４
７
６

・

2
8・
8
6
0
0

番

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
（

ロ

ー

ダ
イ

ヤ
ル
）

療

育

相

談

３
月
1
3日
困
午
後
１
時
～
１
時
3
0

分
受
け
付
け
（
実
施
時
間
午
後
１
時

～
２
時
）
　
会
場
松
戸
保
健
所
　
対

象
乳
児
の
股
関
節
脱
臼
検
診
未
受
診

者
・
整
形
外
科
領
域
の
診
察
相
談
等

を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満
の
人
（
予

約
制
）
　
春
用

無
料

※
乳
幼
児

の
人
は
、
母
子
手
帳
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

惠
電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

登
3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

３

月

の

三

歳
児

健

康

診
査

対
象
平
成
５
年
Ｈ
月
生
ま
れ
の
幼

児

健
診
日
３
月
Ｈ
日
火

会
場
松

戸
保
健
所

※
該
当
者
に
は
通
知
を
送
り
ま
し
た

が
、
届
か
な
い
場
合
は
（

ガ
キ
に

左
記
要
領
で
記
入
し
、
〒
2
7
1
松
戸

車

小
根
本
七
松
戸
保
健
所
指
導
課

昔
3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

ハガキ記入要領

①住所

②電話番号

③幼児氏名

④幼児生年月日

⑤保護者氏名

⑥転入年月日

情報

チャンネル
タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

4月か

ら



講
座
・
講
演

酒

の

悩

み
ご

と

相

談

・
家

族

教

室
３
月
1
3日
水
・
2
7日
水
の
各
午
後

２
時
～
４
時

会
場
松
戸
保
健
所

内
容
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
の
人
や
そ

の
恐
れ
の
あ
る
人
と
家
族
を
対
象
に

専
門
医
師
と
Ｉ

員

に
よ
る
相
談
　
春
用

無
料

※
断
酒
会
等
で
酒
を
や
め
て
い
る
人

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

匣
電
話
で
松
戸
保
健
所
予
防
課

昔
3
6
1

・
９
に】１
り乙
１
番
へ

歴

史

民

俗

博

物

館

講

演

会

①

３
月

８

日
出

②

４

月
1
2
日

出

、

各

午

後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0
分

会

場

歴
史

民
俗

博
物
館
（
佐
倉

市
）
　
内

容

①

東
京

女
子
大

学
教

授
・
水

藤
真

氏
「
日

本
人

と
貨

幣

の
歴

史
」
②

歴
史

民

俗
博

物
館

民
俗
研

究
部

助
教

授

・

新

谷
尚

紀

氏
「
民
俗

学
か

ら
み

た
貨

幣

」
　
眥

拑
聴
講
無

料

覬

歴

史

民
俗

博
物

館

昔
０
４
７
６

・

2
8・
8
6
0
0

番

（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
（

ロ

ー

ダ
イ

ヤ
ル
）

若

い
人

の

た

め
の

生

活

講

習
会

４
月
2
6日
～
1
2月
６
日
の
土
曜
日

（
全
十
五
回
）
、
午
後
３
時
～
６
時

会
場
夂
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
弓
土

つ
ど

内
容
料
理
実
習
・
衣
服
の
管
理
・
整

理
・
経
済
な
ど
　
春
乕

二
万
四
千
円

（
材
料
費
・
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

惠
電
話
で
松
戸
友
の
会
・
藤
井

容
3
6
3

・

７

冖
り
９
乙
９
乙
番

へ

開

業

・

新

分

野

進

出

支

援

セ

ミ

ナ

ー３
月
1
8
日

㈹
午

後
１

時
～
２

時
3
0

分

会

場
松
戸

商
工

会
館

内

容
「
中

小

隹
業
の

創
造
的

事
業
活

動

の
支

援

策
に

つ

い
て
」（
講

師

＝
千

葉
県

商
工

労
働

部
工
業

課
指

導
係

長

・
長
谷
川

敏
行

氏
）
、
「
2
1
世
紀

の
畳
サ

ン
ふ

ろ

あ
１

の
開
発

に

つ

い
て
」（
講

師

＝
㈲

前
田

産
業
代

表
取

締
役

・
前

田
芳

憲

氏
）
　

杤
乕

無
料

圉
電

話
で
松

戸
商

工
会

議
所

昔
3
6
4・

ｑ
Ｊ
１

１
１
番

へ

戸

定

歴

史

館

写

真

撮

影

教

室

３

月
3
0日

㈲
午
前
1
0
時

～
Ｈ
時
3
0

分

会

場
戸

定
歴

史
館
前

内

容
主

に

ポ
ー
ト

レ

ー
ト

の
撮

影
　

謹
師

写

真
家

・
徳

川
慶

朝
氏

（
徳
川

慶
喜

家

当
主

）
　
霍

貝
先

着
十

五
人

持
ち

物

一
眼
レ

フ
カ

メ
ラ
（
あ
る
人

）
　
費

用
無

料

惠

電
話

で
戸
定

歴
史

館

昔
3
6
2・
2
0

5
0

番

へ

経

営

安

定

特

別

講

座

３
月
2
1
日

窗
午
後

２
時

か
ら
　

会

場
松

戸
商
工

会

議
所

一
階

ホ
ー
ル

対

乖
車

内
中

小

企
業
者

内

容
「
儲

か
る
事
業

の
ネ

タ
探

し
の
ポ
イ
ン
ト
」

講
師

㈹
発
明

学

会
顧
問

兼
教

授

・
相

川

信
彦

氏

曹
用

無
料

惠

電
話

で
松
戸

商
工

会
議

所

昔
3
6
4・

りａ
１
１

１
番

へ

ネ

イ

チ

ャ

ー

ゲ

ー

ム

指

導

員

の

資

格

を

取

ろ

う

３
月
1
4
日

蚩
午

後
６
時

～
1
6
日
㈲

午

後
４

時
（
二
泊
三

日
）
　
会

場
草

ぶ

え

の
丘
（
佐

倉
市

）
　
対

象
十
八

歳
以

上

の
人

指
導

日
本

不
イ
チ

ャ

ー
ゲ

ー
ム
協

会

霍

貝
先

着
三
十

人

費

用

約
一
万

五
千

円

圃

電
話

で
青

少
年

会
館

昔
3
4
4
・
8
5

5
6

番

へ

博物館健康増進センター

和名ケ谷クリーンセンター　　　　　　消防局

市民の皆さんに市政を身近に感じていただくため、

個人を対象にした市政見学会を実施します。

３月18日㈹午前９時市役所正面玄関集合　コース

健康増進センター～博物館～和名ケ谷クリーンセン

ター(昼食および見学)～消防局～市役所(解散) 定

員先着23人　持ち物昼食(食堂等はありません) 費

用無料

圉電話で広報課へ

親
子

料

理

教
室

３
月
2
3日
㈲
午
前
９
時
～
午
後
２

時

会
場
市
民
会
館

定
員
親
子
六

十
人
（
子
ど
も
は
小
学
生
以
上
・
先

着
順
）
　
曹
用

無
料

惠
電
話
で
松
戸
市
青
少
年
相
談
員
連

絡
協
議
会
（
こ
ど
も
課
内
）へ

こ

ど

も

料

理

教

室

「
手

作

り

う

ど

ん

を

作
ろ

う

」

３
月
2
7日
困
午
前
1
0時
～
午
後
２

時

会
場
六
実
市
民
セ
ン
タ
ー

対

象

小
学
校
三
年
生
以
上
（
保
護
者
の

参
加
歓
迎
）
　
定
員
先
着
十
人

費

用
無
料

惠
電
話
で
常
盤
平
方
面
保
健
室
昔
3
8
4

・
１
９
Ｊ
９
り
りａ
番
へ

ス
ポ
ー
ツ

フ

ロ

ー

レ

ジ

ュ

ニ

ア

テ

ニ

ス

チ

ー

ム

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

４
月

～

Ｈ
月

の
毎

週
日

曜
日

、
午

前
８

時
～
1
0
時

会
場

金
ケ
作
公

園

庭
球

場

対

乖

小
学

校
三

～
六

年
生

審

貝
三

十
人
（
抽

選
）

鷲

用
一
万

六

千
円
（
登
録
料

・
保
険

料
を

含
む

）

匣
３

月
1
2日

團
〔
必

着
〕
ま

で
に

、
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番

号
・
学

校
名

・
学

年
を
記

入
し

て
、

〒
2
7
0
松

戸
市

常

盤
平

一

の
二

六
の

一
の
六

一

〇
谷

貞
次
（
登
3
8
5・
9
3
4
2

番

）
へ

お
知
ら

せ

パ

ー
ト

看

護
婦

・
保

健

婦
募

集

対
象
①
看
護
婦
の
有
資
格
者
（
准

看
護
婦
を
除
ぐ

）
②
保
健
婦
の
有
資

格
者

業
務
内
寮
口
各
種
検
診
等
の

看
護
業
務
②

健
淦
乙
相
談
業
務
等
の

保
健
婦
業
務

撻
健
康
課
検
診
係

昔
3
6
6
・
7
4
8
7

番看

護

婦

・

パ

ー

ト

看

護

助

手

を

募

集対

象

①

看

護
婦

旦

二
十
五

歳
ま

で

の
人

②

パ

ー
ト
看
護
助

手

＝
四
十
五

歳
ま

で

の
人

圃

３
月
1
5
日

出
ま

で
に

、
履
歴

書
（
写

真
付

き

）
と
資
格

免
許

の
写
し
（

①

の
み

）
を
郵

送
で
、

〒
2
7
1
松

戸
市

高

塚
新

田

匸

一
三

の
一
三

市
立

東
松
戸

病

院
総

務
課
総

務
係
（

昔
3
9
1・
5
5

0
0

番
）
へ

カ

ス

リ

ー

ン

台

風

に

関

す

る

資

料

を

ご

提

供

く

だ

さ

い

昭
和
2
2
年

に
記

録
的

な
洪

水
を
引

き
起

こ
し

た
「
カ
ス

リ

ー
ン
台
風
」
の

特
別

展
を
計

画
し

て

い
ま
す

。

当

時

の
様

子

を
伝
え

る
資

料
を

お

持
ち

の
人

は
ご

連
絡
ぐ

だ

さ
い

。

黯
県

立
関

宿
城

博
物
館

昔
０
４
７
１

・
9
6・
1
4
0
0

番

県

立
我

孫
子

技

術

専
門

校

訓

練

生

を
募

集

対
塞

局
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見

込
者
を
含
む
）
　
苣

拑
授
業
料
無
料

科 目 募集人員 訓練期間

自動車整備科 2人 2年

機械製図科 4人 1年

ＯＡ事務科 8人 1年

※定員になり次第締め切ります。

試験は随時行います。

圜
県

立

我
孫
壬

咼
等

技
術

専
門

校

昔

０
４
７
１
・
8
4
‘（
ｈ‥’４

１
１
番

春

休

み

体

力

づ

く

り

教

室

３

月
2
5
日
㈹
～
2
8
日
蚩（
全

四
回

）
、

午

後
４

時
～
５

時

龠
場

運

動
公

園

小
体

育
室
　

対

象
小
学

校
四
年

～

六

年

生
　

霍

貝
先

着
四
十

人
　

春
用

無

料惠

直
接

ま
た

は
電
話

で

ス
ポ

ー
ツ
課

昔
3
6
3・
9
2
4
1

番

へ
作文・絵画・書道コンクール

入賞者が決定

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団
４

月
～

Ｈ
月
（
８
月

を
除
ぐ

）
の
毎

週
日

曜
日

、
午
前

８
時

～
1
0
時

会

場

①
栗
ヶ

沢
公

園
庭
球

場

②
金
ヶ

作

公

園
庭
球

場

対

準

小
学

生
　

費
用

一
万

円

（
保
険
料

を
含

む

。
別
途
入

会

金
二
千

円
）

匣

３
月
1
6
日

㈲
午
前
1
0
時

か
ら
各
会

場

で
受

け
付
け

羆

小
山

容
3
4
5
・
1
8
5
9

番

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

４
月
５

日
～

６
月
2
8
日

の
毎
週

土

曜

日
（
全
十

三
回

）
、
午

前
８

時
～

９

時
4
5
分

会
場

甲
ｍ（
公

園
庭
球

場

対

乖

車

内
在

住

・
在

勤
者

定

員
七

十

人
（
抽

選

）
　
費
用

九
千

円
（
保

険

料
を
含

む
）

匣

３
月
1
5
日

出
ま

で
に

、
往
復
（

ガ

キ
に
住
所

・
氏

名

・
電
話
番

号

・
返

信
用

の
あ
て

名
を
記

入
し

て
、

〒
2
7
0

松

戸

北
郵
便

局
私
書

箱

二

分

松

戸

市

テ

ニ
ス
協

会

（
平

木

昔
3
4
8・
6
7

8
4
番

）

へ

審

査

の
結

果

、

次

の
と

お
り

受

賞

者

が

決

定

し

ま

し

た

。

作
文

の
鄙

市
長

賞
＝
深

野
由

依
（
横

須

賀
小

）・
野
村
由

美
（
金
ヶ
作

中
）
、

絵画の部で市長賞に選ばれた

下田菜生さん(右)と鵜川美子

さん(上)の作品

グ
ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル
フ

教

室

３
月
1
6日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
　
器
用

無

料惠
当
日
会
場
で

舞
休
育
指
導
委
員

ふ
（
戸

昔
3
8
9
・
8

4
1
5
番

グ
ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

教

室

３
月
1
6日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
馬
橋
北
小
学
校

蓉
贔
用
無
料

※
鉛
筆
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

匣
当
日
会
場
で

舞
休

育
指
導
委
員
・
木
下

容
3
4
5
・
3

4
2
9
番

議

長

賞

＝
秋

山

雄

飛
（
幸

谷

小

）
・

柳

和

孝
（
第

一

中

）
、

教

育

長

賞

＝
井

上

夕

貴

栄
（
南

部

小

）
・
栗

田

愛

子

（

第

二

中

）

絵

画

の

部

市
長

賞

＝
下

田

菜

生
（
中

部

小

）
・
鵜

川

美

子
（
新

松

戸

南

中

）
、

議

長

賞

＝
畑

中

麻

希
（
中

部

小

）
・
小

池

真

未

絵
（
聖

徳

大

附

属

中

）
、

教

育

長

賞

＝

原

口

雄

太
（
馬

橋

小

）
・

桑

原

渓

子
（
新

松

戸

南

中

）

奎
昆
垣
の

部

市
長

賞

＝

山

口

徹

（

高

木

小

ご

山

下

朱

耶

子

（
第

三

中

）
、

議

長

賞

＝
下

田

菜

生
（
中

部

小

）
・
田

中

祐

子
（
第

一

中

）
、

教

育

長

賞

＝

篠

塚

夏

貴
（
根

本

…｛
‥
車

小
｝
・

藤

原

久

美

（
六

実

中

）
　
　
　
　
　
　

（
敬

称

略

）

※
優

秀

作

品
（
入

選

以

上

）
は

、

３

月

1
4日

窗

ま
で

の
午

前

９

時

～

午

後

５

時

の

間

、

市

役

所

本

館

新

館

一

階

連

絡

通

路

で

展

示

し

て

ぃ

ま

す

。

羆

政

策

企

画

室

個人市政見学会の参加者を
募集します

松戸市民憲章



野

村
狂

言
の

会

「
蚊
相

撲
」
「
首
引

」
ほ

か

野

村
万

作
ほ

か

の
出

演

の
仲
間
と
と
も
に
～

ス
メ
タ
ナ
／
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲

森
の
室
内
楽
～
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

井

上

祐
子
（
ヴ
ィ

オ
ラ

）
＆

ダ
ン

カ

ン

ー
マ

ク
テ

ィ
ア
（
コ
ン

ト

ラ

バ

ス
）

ジ
ョ

イ
ン

ト

ー
コ

ン

サ

ー
ト

立
川
志
の
輔

独
演
会

ワ印は有料託児サービスがあります。詳細はホールにお尋ねください。
学生席は森のホールチケットセンターでのみ取り扱っています。

昔
3
8
4
・
5
0
5
0
番
（
月
曜
日
は
休
館
）

取
扱
時
間
午
前
1
0時
～
午
後
４
時

森
の
ホ
ー
ル
2
1チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

チ

ケ

ッ

ト

ガ

イ

ド

21世紀の森と広場パークセンター催し物電話でﾊﾟｰｸｾﾝﾀｰS345-8900 番へ　　

４

行　事　名 日　時 講　師 定員(先着) 費　用

みどりの講習会
｢キッチンハープの
利用法｣

3/23  (I日)
午後1時30分～
3時30分

ジャパンハープソ
サエティ
黒澤今日子氏

40人 無料

園芸教室
｢舂まき野菜の栽培
法｣

3/26  M
午後1時30分～
3時

みどりの相談員
小林喜代次氏

25人 無料

こども自然体験
｢春を見つけよう｣

3/27  m
午前9時30分～
11時30分

自然解説員
佐藤隆士氏・中村
忠昌氏

小1～小6

40人
無料

|みどりの講習会
｢春草花のハンギン
グバスケツト｣

3/29  (土)
午後1Bt30分～
3時30分

園芸研究家
半藤裕一氏

24人
材料費
2,000円

こども手づくり教
室　「小枝のミニ
プランコ作り」

3/30(日)
午後1時30分～
3時30分

フラワーデザイナー
山中琴江氏

親子14組
材料費
300円

みどりの教室
｢舂の植物よもやま
話｣

4/6(日)
午後10t3O分～
3時30分

松戸自然を楽しむ会
白鳥四郎氏

30人 無料

園芸教室
｢観葉植物の植えか
えとふやし方｣

4/9 ㈲
午後1時30分～
3時

みどりの相談員
小林鶴太郎氏

30人 無料

みどりの講習会
｢春のフラワーアレ
ンジメント｣

4/13 絲
午後1時30分～
3時30分

フラワーデザイナー
エ藤京子氏

24人
材料費
2,000円

「
厳
し

い
制
約

の
中

で

、
自
分

な
り

の
主
張

を

い
か

に
表
現
し

、
個

丶

○

り

寄

せ

た
不

機

嫌

な

顔

）

の
面

な

ど

で

は

、

眼

球

や

歯

に

金

具

を

付

け

た

り

金

泥

を

施

し

て

、

憤

怒

や

怨

恨

を

裘

現

す

る

こ

と

も

あ

る

。

こ

れ

ら

の

丁

程

を

全

て

手

作

業

で

行

う

た

め

、

佑

に

三

、

四

面

を

仕

上

げ

る

の

が

や

っ

「
『
面

打

ち

に

果

て

な

し

』
何

面

つ

く

り

上

げ

て

も

こ

れ

で

満

足

と

い

っ

た

作

品

は

な

か

な

か

で

き

ま

せ

ん

。

能
面
の
製
作
は
室
町

時
代
に
ほ
ぽ
完
成
さ
れ

た
作
品
の
模
写
で
、
創

作
は
許
さ
れ
な
い
。
し

か
し
、
全
く
同
じ
も
の

を
作
る
こ
と
は
、
創
作

よ
り
も
は
る
か
に
難
し

自分らしさを面に表現

十
六
年
前
、
人
間
国
宝
の
長
澤
氏

春
氏
の
展
覧
会
を
見
て
、
能
面
の
幽

玄
さ
に
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
長
谷

川
義
巳
さ
ん
。

長
澤
浄
春
氏
（
氏
春
氏
の
長
男
）

の
門
下
に
入
っ
て
以
来
、
仕
事
の
合

間
を
見
て
は
面
を
打
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ
ー

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
多
趣
味
で
い
ろ

い
ろ
な
も
の
に
挑
戦
し
て
き
た
が
、

最
後
に
た
ど
り
つ
い
た
の
が
能
面
の

道
。女
面
を
は
じ
め
翁
、
般
若
、
不
動

明
王
な
ど
、
今
ま
で
に
五
十
面
ほ
ど

作
り
上
げ
て
き
た
。

い
く

。
そ

し
て
胡

粉
（
貝
殻

を
焼

い

て
作

っ
た
白

い
色

の
染

料
）
を
塗
り

、

仕
上

げ
に
は
面
に
気
品

・
深
み

を
持

た
せ
て

伝
統
の
美
し

さ
を

か
も
し
出

す
た

め
、
古
色
で
彩

色
を
し

て
完
成

さ
せ

る
。
し
か
み

（
眉
間

に
し

わ
を

長谷川義巳さん

れ
る

。
ま

ず
、
の
み
で

粗
彫
り
を
し

、

そ
れ

か
ら
彫
刻
刀
で

丹
念
に
彫

っ
て

に
乾
燥
し
た
檜
が
多
く
用
い
ら

性
を
出
す
か
で
初
め
て
自
分

の
作
品
に
な
る
の
で
す
」

と
面
づ
く
り
の
難
し
さ
と

魅
力
を
語
る
。

面
の
材
質
に
は
、
十
分

絶
え
ず
勉
強
で
す
」
と
柔
和
な
顔
か

ら
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。

よ
く
冷
淡
で
無
表
情
な
人
の
こ
と

を
「
能
面
の
よ
う
な
大
」
と
例
え
る

こ
と
が
あ
る
が
、
面
は
見
る
角
度
や

演
者
が
付
け
て
舞
う
姿
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
に
表
情
を
変
え
て
い
く
。
特

に
豊
か
な
表
情
を
潜
ま
せ
た
女
面
は

幻
想
的
な
美
し
さ
を
秘
め
て
い
る
。

自
分
か
作
っ
た
面
の
中
で
好
き
な

面

は
猩
々

（
人
間

に
似
た
想

像
上
の

動
物
で
顔

が
赤
く
酒
好
き
の
妖
精
）
。

見
て

い
る
と
自

然
と
顔

が
は
こ

ろ
ん

で
し

ま

い
そ
う

な
や
さ
し

い
表
情
の

面

だ
。

そ

ん
な
面

が
並
ぶ
部
屋

に
は
、
神

秘

に
満
ち
た
幽

玄
の
世
界

が
広
が
っ

て

い
た
。

（
中
和
倉
在

住
）

5/28W 5/25(1日) 4/20(日) 3/7R 期日

森のホール21
小ホール

森のホール21
小ホール

市民劇場
森のホール21
小ホール

八
二場

午後6時30分 午後2時 午後2時 午後6時30分 開演

公
演
名

料
金

全指定席
4,500 円

学　　生
2,000 円

全自由席
2,000 円

学　　生
1,000 円

全自由席
2,000 円

全指定席
3,000 円

回

魅

ら
Ｉ

ひと

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

テレホン案内サービス

………0366-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜・午前９時～翌日午

前９畤

夜間急病診療所…S368-3756番

衛生会館内・毎日午後８時～11時

休日土曜日夜間歯科診療所

………0365-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

お気軽にご相談ください　3月の相談あんない

相談名 期　　日 時　 間 会 場 圃

交通事故

月～金曜日
午前9時～午後5時

市民相談室市
民
相
談
室

市政・一般
午前8時30分～午後5時

法律相談
毎週火･木､第2 ･4月曜日

3/17(月)は臨 時に 開設

午後1 時～5 時
市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

午前 ９時～ 正午

税務相談 第２金曜日 刹舶 時～５時

登記相談 第３金曜日 刹斟 時～４時30分
行政相談

第2 ・4 月曜日 刹灸1時～３時

住宅相談 鎚 水曜日 午前10時～午後４時
外国人相談

第４火曜日 午前９時～正午

労働相談 第3 月曜日 午後1 時～５時 商工観光

課労跏系濔労便糾目談は東葛飾支庁商工労政筺O361-4089 番)でも行っています。

巡
回
年
金
相
談

消費生活相

談

次回は〔4/1 (W〕

午前10B寺～午後3 時

常盤平支所 国
民
年
金
課
適
用
係

濮 小金支所

11(火) 小金原支所

1樒 馬橋支所

1欧 六実支所

21蚩 新松戸支所

器火） 矢切支所

2a金） 東部支所

月～金曜日 午前9 時～午後4時
消費生活センター

0365- 6565 番

相談名 期　　 日 時　 間 会 場 圃

人権相談
第1～第４金曜日

午前10S寺～午後3 時

市役所相談ｺｰﾅｰ 千
葉
地
方
法
務
局
松
戸
市
局

次回は〔4/1 (W〕 小金支所

５冰） 常盤平支所

6宋 小金原市民ｾﾝﾀｰ

|※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(B363- g78 番)でも行っています。

心
配
ご
と
相
談

第1～第４金曜日

午前10fl寺～午後3 時

市役所相談ｺｰﾅｰ 社
会
福
祉
協
議
会

次回は〔4/7(削 馬橋支所

次回は〔4/1W 〕 六実支所

次回は〔4/1 &Q〕 小金支所

5團･19&) 常盤平支所

５冰)・１９(水) 新松戸市民センター

6團･27 團 小金原市民ｾﾝﾀｰ

ゆうまつど

こころの相談
第１～第３月曜日 午前10時～午後４時 女|畦Eセンター

(相談室直通)

0363 ―0505番

第4 月曜日 午後1 時～７時

女性就業案内 火･金曜日 午前10時～午後4 時

女性パート

労働相談 毎月第２火曜日 午後1時30分～4時30分
女性センター

S364  -8刀8番
就学商談

月～金曜日
午前９時～正午

午後1時30分～4時30分

教育研 究 所

≫366- 7461 番111 吉まj ●lΞ陌ii ・

育児

相談

月～金曜日 午前8時30分～午1飭時
| 淞 戸保育所

0367- 4646 番
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